
□議員名：吉永美子 

１ 防災について  

論点 
携帯電話所持者が多い現在、有効なツールの防災メールの利用者を増やす

ため、聴覚障害者へのアプローチと、携帯会社への協力依頼をできないか。 

回答 

防災メールの利用件数は約 3,000件である。聴覚障害者の登録状況は把握

していない。今の実情を調査して対応する。携帯会社への協力依頼につい

ては、相手があるので話し合いになるかと思うが、提言ということで検討

の対象にさせていただく。 

 

論点 
自主防災組織のネットワークを推進するため、組織と活動の公表について

提言してきたが、当時の答弁と違い、なかなか進まないのはなぜか。 

回答 

確かに独自の活動をしている自主防災組織もある。それをＨＰ（ホームペ

ージ）に載せるという提言だが、やはりそこに取材に行って、実際、職員

が見てということをやらなければ、なかなか記事にできないという実情も

ある。自主防災組織の報告書をそのままＨＰに出せるかは検証をする。 

 

論点 
土砂災害警戒区域について、関係住民への周知状況が不十分と考える。広

島市の被害を無駄にすることのないよう、取組みの前進をすべきだ。 

回答 

平成２４年に県が指定した土砂災害警戒区域を含む自治会全戸にハザー

ドマップを配布している。住民がどのように認識しているかは、若干検証

が必要というところもある。国も方針を変えて来ているので、そのあたり

も十分啓発しながら周知徹底に努めたい。 

 

２ バリアフリーの取組みについて 

論点 
公共施設のバリアフリーを進めるにあたり、全体観に立ったバリアフリー

整備計画を策定すべきではないか。 

回答 

高齢化が進み、施設の利用上の問題点も出てきている。いろんな配慮が必

要な時期にもう来ているという認識である。責任を持って努力する。半年

か、少し、もう少し時間がほしい。 

 

 

 



３ 動物愛護について 

論点 
環境省の「人と動物が幸せに暮らす社会の実現プロジェクト」のアクショ

ンプラン公表を受け、犬や猫の命を守る取組みをどう前進させるのか。 

回答 

飼い主の意識向上を大原則に、無責任な飼い主をなくす取組みを推進して

いくことに尽きると感じている。引き取り理由が明確でないものや譲渡な

どが考えられる場合、引取りの拒否を行い、不幸な犬猫の発生抑制に努め

ている。 

 

論点 
動物を命と捉えた時、ごみ焼却場ではなく火葬すべきと考える。新火葬場

建設にあたり、動物炉設置は時代の要請とも思うがどう考えるか。 

回答 

火葬してきちんと葬ってあげたいという飼い主さんがいることは承知し

ているし、その気持ちは十分理解している。市内と近隣の市には複数の民

間のペット斎場がある。多額の経費を投入する中で動物炉を設置するべき

かということについては、現段階ではその考えは持っていない。 

 

４ 山陽オートへの支援について 

論点 
執行部の取組みに大変疑念を感じていた。今度こそ、委託会社に撤退され

ないようにするため、どのように山陽オートを支援していくのか。 

回答 

市政の運営の中で、日本トーターに何か貢献をしてもらったかは、残念な

がら認識がない。広報紙に地域公益事業を掲載していなかったことについ

ては、承知していなかった。紙面の都合もあるので十分なところまで伝え

られるかという点はあるが、積極的にＰＲしていきたい。 

 


















